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史上最高の水揚げへ
４月から始まったオホーツク海のホタテ地ま

き漁が終盤を迎えています。
宗谷管内猿払村漁協はすでに今年度の事業計

画を達成し、最終的な生産数量は史上最高とな
った昭和59年の実績を大幅に上回る４万3000㌧
ほどが見込まれています。
厳しい時代を一丸となって乗り越え、早くか

ら「育てる漁業」を実践してきた同漁協のホタ
テ漁は全国的にも有名で、水揚げされる道内き
っての大型貝は高い評価を受けています。今年
は11月末までの出漁を予定しています。

（写真提供：猿払村漁業協同組合）
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図１　維持流量算定フロー
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図２　流速分布模式図（単位：ｍ/秒）
選好水深・流速帯（水深0.2ｍ以上、かつ
流速0.2＜0.6ｍ/秒の容積変化を予測する）
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人為的な流量の減少は、河川に

生息する魚類の生息空間と餌料の

減少を招きます。

これまで河川維持流量は、減水

区間のなかで、魚類の通過が可能

な水深や景観などから決められて

きました。しかし、魚類の生態を

十分考慮した方法は未だ確立され

ていません。

近年、アメリカ合衆国で考案さ

れ、我が国でも応用例が増加して

いる手法にI F I M（正常流量漸増法）

があります。紙面の都合で詳細は

省きますが、最初に開発されたの

は、小規模生息場モデルとしての

P H A B S I M（ピーハブシム）です。

これは、物理環境の変化を予測す

る水理計算のモジュールと、魚類

の流速、水深、底質などへの選好

特性を記述するモジュールから構

成され、これらから重み付き生息

場面積( W U A )と呼ばれる最終評価

値を求めるものです。

魚類の生息条件は、水質や流れな

どの物理環境、餌料条件や種間関

係などの生物環境が複雑に作用し

て成り立っていると考えられま

す。これらを総合評価できれば、

資源維持に必要な流量が算定でき

ることになります。しかし、生息

条件を適正に評価するだけのデー

タはそろっていません。

そこで、魚類の生息にもっとも

重要な条件となっていると考えら

れる水深・流速、餌料生物から、

図１に示す手順でサクラマス幼魚

の維持流量の算定を試みることに

しました。

１．水理条件の把握

生息場所の河床地形及び水深・

流速分布を把握しました。

２．生息数の推定

生息密度と生息可能面積から総

生息数を推定しました。

３．河川空間の空間利用状況

潜水観察により、

①生息水深は0 . 2 m以上、流速は

0 . 2～0 . 6 m / sが大半を占め、平

均流速が0 . 8 m / sを超える断面に

は少ない

②瀬では平面的に、淵では立体的

（上下）に分布する

③１個体平均の占有空間は面積

0 . 5㎡、容積0 . 7Kである

ことを明らかにしました。

４．必要餌量

体重( W )は月( M )との間に、

Ｗ＝ａＭ－ｂ(ａ、ｂは定数)

の１次相関がみられました。

1 尾 1 日の摂食量は ( ｆ ) は 、

J I B P ( 1 9 7 3 )によれば体重(Ｗ)の

5 . 6％とされていることから

ｆ＝5 . 6Ｗ／1 0 0

1 日に必要な総餌量( F )は、

Ｆ＝ｆＮ（Ｎは総生息数）で、そ

れぞれ算出しました。

５．餌料条件

サケ科魚類の主な餌量は流下昆

虫と底生昆虫です。これらの昆虫

量は採集調査によって明らかにし

ました。

一方、底生昆虫の多くは流下昆虫

として利用されるとみられること

から、直接的な摂食量を安全率程

度とみなし、加算しないものとし

ました。

水時の河床型予測を

行うために、流れの

特性を表すフルード

数を用い、概ね以下

のように表せること

がわかりました。

早瀬＞0 . 3

0 . 3≧平瀬＞0 . 2

淵≦0 . 2

主な餌料となる流下

動物量を成長段階ごと

に摂食量で除して生息

可能数とし、これを満

足できる流量を算定し

ました。

１～３の結果をもとに、減水時の

水深0 . 2 m以上の瀬の面積および淵

の容積（図２）を、それぞれ１尾あ

たりの必要量0 . 5㎡、0 . 7Kで除す

ことによって生息可能数を算出し、

現況生息数と等しくなる流量を維持

流量としました（図３）。

空間利用および餌料条件から算

出した維持流量のうち、多い方を

維持流量とします。

魚類のための維持流量の算定

は、産卵期や越冬期なども含めた

全生活史を通して解明しておく必

要があります。また、複数の魚種

が混棲する河川では種間関係も考

慮しなければなりません。さらに、

河川による諸条件の相違も無視で

きません。今後、維持流量の放流

を求められる施設も少なくないこ

とから、適正な算定手法の確立が

急がれます。

（企画設計課長　米田隆夫）

水理条件による生息可能数の算

定にあたり、流量の減少と生息可

能な水深および流速の関係を解析

しなければなりません。そこで、

不等流計算及び二次曲線形流速分

布式により、減水時における流速

帯別面積および容積を算定しまし

た。

３次元的な分布様式の決定要素

となる河床型（瀬淵）分類は、明

確な基準がありません。

そこで、河床型を数値化し、減

今回は、I F I Mが我が国に広く紹

介される前の昭和6 0年代に、筆

者らが考案したP H A B S I Mによく

似た維持流量の算定方法をご紹介

します。

図３　流用と生息可能数の関係（歴舟川の例）
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▲ホッコクアカエビ

北海道立中央水産試験場副場長

水　島　敏　博

今月の
講　座

北海道のエビの生態と漁業

▲トヤマエビ

図１　タラバエビ類の主要な漁場

▲モロトゲアカエビ ▲ホッカイエビ

▲ヒゴロモエビ ▲スナエビ

日本人は無類のエビ好きといわれ

ています。世界のエビの漁獲量は３

百万トン余で、わが国の輸入量は

3 0万トンを超えており、国内の生

産量は3 ～4 万トンですから世界の

生産の約1 0分の１を日本が消費し

ていることになります。

北海道では国内の１割近くを漁獲

していますが、輸入量の増大と価格

の低迷の中で、沖合のエビ漁業は厳

しい局面を迎えています。今日は道

内で獲れているエビ達の生態や漁業

について紹介してみましょう。

エビや漁獲の対象にはなっていな

いスナエビ、ミツクリエビはアマ

モなど海草の生育する水深が1 ～

1 0ｍ位のごく浅い沿岸に生息し

ますが、大半のタラバエビ類は深

海の水温の低いところを分布域と

しているのが特徴です。

食用のエビとして有名なのはクル

マエビやイセエビですが、スーパー

などで多く見かけるタイガーやホワ

イトシュリンプなどは大半が南方か

ら輸入されクルマエビの類です。北

海道の近海に分布し、漁獲対象にな

っているのは、北極海にも分布する

北方性のタラバエビ科に属するもの

です。タラバエビという名前は、魚

のタラが生息する場所に一緒に分布

するのでこの名がついたともいわれ

ています。

現在、道内で主に漁獲の対象と

なっている種類（写真参照）は、

南蛮のように真っ赤な体色をして

いるのでナンバンやアマエビとも

呼ばれるホッコクアカエビ（すし

ねたとして最もポピュラー）、ま

たボタンエビとも言われるトヤマ

エビ（東北地方のボタンエビとは

異なる）、紫赤色をしているので

ブドウエビとも呼ばれる大型のヒ

ゴロモエビ、体の横に鮮やかな縞

の入ったモロトゲアカエビ、それ

と野付湾の風打瀬船で知られるホ

北海道周辺ではどんな種類の

エビが獲れているのですか？

どんなところに
生息して
いるのですか？

変わった生活史を

持っているようですが？

ッカイエビなどです。

北海道周辺での各種

類の分布状況と分布水

深を見てみると（図1 、

2 ）、ホッコクアカエ

ビは主に日本海の檜山

から宗谷にかけての沖

合と渡島半島東岸から

道東沖にかけた水深

3 0 0から6 0 0ｍの砂

泥質の海底に分布しま

す。トヤマエビはそれ

よりやや浅い水深2 0 0

～3 0 0ｍ（日本海）、

噴火湾では８０～1 0 0

ｍ、オホーツクでは北

見大和堆周辺にも漁場

があります。モロトゲ

アカエビは日本海や道

東太平洋の水深2 0 0～

3 0 0ｍの底質が岩場の

起伏に富んだところに

多く、ヒゴロモエビは

太平洋の水深4 0 0～

6 0 0ｍの深みに棲息し

ます。一方、ホッカイ

体種といって、先に雄として機能

して、その後性転換して雌に変わ

るんです。ただし、雌から雄に変

わることはありません。

今まで道水試で研究されてきた

タラバエビ類の年齢と性相の変化

のパターンを表１に示しました。

日本海のホッコクアカエビは成長

は遅く、雄になるのに3 ～4 年、

雌には6 ～8 年かかるとされてい

ます。しかも太平洋では毎年産卵

するのに日本海ではなぜか１年お

そうなんですよ。北海道周辺で

獲れるタラバエビ類はみな性転換

をするんです。雄性先熟の雌雄同

図２　タラバエビ類の生息水深
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きにしか産卵しません。

ホッカイエビの場合は複雑で、

大半は当歳では雄にはならず、翌

年の夏に雄になります。２歳で体

長9 ～1 0㎝の雌に転換し、9 月頃

産卵します。中には早熟なものも

いて、成長の良いエビ（通常、１

割くらい）は当歳で雄になり、翌

年には雌になるものと、もう一度

雄をやってから雌に変わるものも

いるようです。しかし、資源が減

り、雌が減少すると、この早熟雄

の出現率が3 割くらいまで増加す

る現象がみられています。これは

全体の個体数が減少すると、当歳

群の成長がよくなり、その結果、

当歳で雄になる割合も多くなっ

て、早く雌を増やそうとする機構

が働くようです。外国のホッコク

アカエビでも同じような報告があ

り、早熟化はそのエビ資源にとっ

ての危険信号？を発信していると

も言えそうです。

さらに面白い生活史をもつのはス

ナエビです。これまでロシアで１歳

で雄、2 歳で雌になるとの報告があ

りますが、最近の野付湾での研究で

は、当歳で雄、1歳で雌になる群と、

これとは別に、当歳でも雄を経ない

でいきなり雌になるものも見つかっ

ています。北海道周辺で性転換をし

ないタラバエビ類の出現は初めての

ことです。これらタラバエビ類の生

活史は一般的には水深の深いところ

に棲むエビほど長寿命であり、また、

藻場に生息するエビの生活史はかな

りの多様性のあることがわかりま

す。

ところで、タラバエビ類はどう

して性転換をするようになったの

でしょうか？。一つに体長有利性

仮説というのがあります。これは

身体の小さいうちは、繁殖にかけ

るエネルギーが小さくて済む精子

の形成に、大きな配偶子である卵

の形成には、身体が大きい方がた

くさん生産できることから、雄性

先熟の方が繁殖の成功度が高まる

であろうとする説です。深海底の

低水温下で成長に時間のかかるタ

ラバエビ類は長い進化の過程を経

てこのような生活史戦略を獲得し

たのだろうと思われます。

大きさには相関があって、数が多

い種ほど卵径は小さくなる傾向が

あります（図4 ）。例えば数の多

いホッコクアカエビやトヤマエビ

の卵径（長径）は1 . 2～1 . 3㎜な

のに、少ないヒゴロモエビは約３

倍の3 . 9㎜もあり、抱卵期間も2

２ヶ月と２倍近くあります。

さらに、この卵の大きさは当然

生まれてくる幼生の大きさや形態

にも大きな影響を与えます。すな

わち、ホッコクアカエビやトヤマ

エビは生まれた時から身体のサイ

ズは小さく、遊泳肢を持っていて

長期間にわたる浮遊生活をします

（図５）。一方、ヒゴロモエビやモ

ロトゲアカエビは孵化直後から身

体が大きく、ほとんど親と同じよ

まず、各々のエビがどれだけ卵を

産むかを調べてみると、産卵する数

はかなり少ないのが特徴的です。例

えば釧路沖のヒゴロモエビはわずか

どんな繁殖生態を

持っているのですか？

北海道ではエビを
どんな漁法でどれくらい
漁獲しているのですか？

2 0 0個前後しか産みま

せんし、ホッカイエビ

やモロトゲアカエビも3

～4 百個前後です。そし

てホッコクアカエビは2

～3 千個、最も多いトヤ

マエビでも4 ～5 千個で

す。沿岸のミツクリエ

ビやスナエビは1 0 0～

1 5 0個位しか産みませ

ん（図３）。

また、産卵数と卵の

ています。ホッカイエ

ビでも産卵脱皮直前に

は雌の周りに雄が多数

表１　北海道周辺のタラバエビ類の年齢と性相の変化

図４　タラバエビ類の抱卵数と卵径

図５　タラバエビ類の１齢幼生の形態

図３　タラバエビ類の抱卵数（北海道周辺）

うな形態をし、孵化直後から親と

同じ場所での着底生活をすると考

えられます。ただし、いずれも卵

の時期は親の腹部で長期間保護さ

れ、産まれる数は少ないかわりに、

生き残りを多くして、確実に子孫

を残すという繁殖方法をとってい

るといえます。

次ぎに産卵行動を見てみましょ

う。ホッカイエビの場合、産卵直前

に雌は脱皮をします。脱皮直後に雄

と交尾して（図６-下）精子の一杯

詰まった精包を胸部の生殖門近くに

付けてもらい、受精します。交尾後、

一昼夜のうちには産卵し、4 対の腹

肢に3 0 0個前後の卵をつけます。そ

の後、約9 ヶ月間抱卵し、翌年の春

に孵化させます。

淡水産のスジエビでは、産卵脱

皮の時に、雌が雄を惹きつけるフ

ェロモンが出されることが知られ

寄ってきて、雌の後を追ったり、

雌の背中に乗ったりする行動がみ

られる（図６- 上）ことから、雌

の尿から雄を惹きつける誘引物質

が出ているようです。

1 9 6 0年から1 9 9 6年までの北

海道のエビ類の漁獲量と金額の推

移を図７に示しました。漁獲量は

3 千トン台から８千トン台を推移

しています。1 9 6 9年前後が最大

となっていて、これは亜庭湾（サ

ハリン）での底曳網等でのベニス

ジエビの大量漁獲が効いていま

す。しかし、この資源はアットい

う間に姿を消してしまいました。

1 9 8 0年からのホッコクアカエ

ビ、トヤマエビ、ホッカイエビの

3 種の漁獲統計を見ると（図8 ）、

ホッコクアカエビは長期的には4

エビをとる漁法は、沖合のホッコ

クアカエビやトヤマエビは主にエビ

カゴにより漁獲します。ホッカイエ

ビも野付湾の打瀬網を除いてはカゴ

漁法です。日本海の一部と釧路沖で

は桁網による漁もあります。

図７　北海道のエビ漁獲量と金額の経年変化図６　ホッカイエビの産卵行動
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千トンから2 千トン台へ漸減傾向

がみられ、トヤマエビは4 百～8

百トン台で年による変動が大き

く、これは噴火湾での豊凶が影響

しています。ホッカイエビは2 百

トン台から4 百トン台へと漸増傾

向にあります。最近の北海道全体

のエビの漁獲量は3 千トン前後で

その8 割方はホッコクアカエビが

占めています。また水揚げ高は最

近では約7 0億円で、この数年大

幅な減少が目につきます。これは

後でも述べますがホッコクアカエ

ビの価格の大幅な低下が影響して

います。

冒頭に述べたように、日本は世

界一のエビの輸入大国です。

1 9 6 0年（昭和3 5年）の輸入量は

わずか３千トンであったのが、

8 0年には1 0万トン以上となり、

最近は常に3 0万トンを越えてい

ます。この4 0年余りの間に実に

1 0 0倍の輸入量になっています

（図9 ）。輸入のせいばかりではな

いでしょうが、道内のホッコクア

カエビの価格は平成の元年から5

年位までは2 , 3 0 0円～2 、5 0 0円

台／㎏であったのが、最近は

1 , 6 0 0円台と3 ～4 割方下落して

います。

それでは、この輸入攻勢に立ち向

かうにはどうすればよいか？。以前

に聞いた市場協会の佐々木さんの話

では、活きの良さ（うまさ）、安全

性、そしてコストダウンを図るべき

とのことでした。余市のスーパで売

られているホッコクアカエビを見て

も、近海で獲れたエビと冷凍されて

外国から輸入されてきたものを見比

べてみると一見して色の鮮やかさが

違い、活きの良い近海エビはとても

うまそうに見えます。何とか道内産

のエビを多くの人に食べてもらいた

いものです。

さて、価格が下がるとどうしても

量でカバーしがちですが、資源を悪

化させて無くしてしまっては元も子

もありません。そこでここでは資源

を減らさずに有効利用を図ることを

付け加えたいと思います。それでは

資源をどう有効に使うかを考えてみ

ましょう。最近、稚内水試の星野さ

んは、日本海のホッコクアカエビを

例に、大きくなる前に小型エビで漁

獲してしまうと資源の再生産に大き

なロス（損失）が生じ、将来の資源

に悪影響を与えることを報告してい

ます。

ここでは経済効果の面から、噴

火湾の1 9 9 6年のトヤマエビを例

に考えてみます。函館水試の調査

資料によれば、噴火湾ではこの年

約2 千万尾のトヤマエビを漁獲

し、そのうち７割以上が１歳群で

占められています（表２）。これ

を１歳で獲らずに１年我慢して２

歳でとった場合どうなるかを試算

してみました。１歳から２歳まで

にどれくらい死んだりいなくなっ

たりするのか不明ですが、噴火湾

では湾外への逸散もそれほどはな

いだろうと考えて仮に死亡率を３

割とし、２歳になってから1 千万

尾を漁獲したとします。そうする

と、１年間の間に体重量が5 . 8ｇ

から1 8 . 2ｇの3 倍に増加し、平均

単価でも3 . 3倍になる計算から、

2 歳で漁獲した場合の金額は約5

億円弱となり、実に4 億円近いプ

ラス！となるのです。これはあく

までも机上の計算ですからこの通

りはいかないとしても、同じ資源

を利用するのに、小さいうちに獲

ってしまったために、経済的にも

とても大きな損をしていることに

なります。でもわかっちゃいるけ

どやめられない？。一旦漁獲した

小エビを再び海へ返すのは人情と

してもなかなか難かしいのはわか

ります。それで小さいエビは、籠

に入っても出てしまうよう網目を

大きくしたり（８節位）、脱出口

を付けるなど、海の中で選別して

しまって、船の上には上がってこ

ないようにする工夫が必要でしょ

う。これは単にトヤマエビだけで

なく、他のエビやその他の漁業に

も総じてあてはまることで、これ

からは選択性のある漁具をどう開

発、改良するかが資源の有効利用

を進める上で大きな鍵になること

は間違いありません。

最後に、資源の管理をうまく進

めるために、漁獲許容量の設定に

よる方法を道東のホッカイエビを

例に紹介しましょう。野付湾での

ホッカイエビの再生産関係（親の

量とその親から生まれて次ぎに資

源加入してくる量との関係）を図

1 0に示しました。ホッカイエビ

は生まれてから１年半で漁獲サイ

ズの体長８㎝になり資源に添加し

ます。親（雌）エビの資源量が

1 0 0 万尾以下だと加入量は

1 , 0 0 0万尾以上にはならず、

2 0 0～3 0 0万尾残存させると加入

量が1 , 5 0 0万尾以上になる。しか

し、それ以上残しても逆に減少す

るいわゆるリッカー型と呼ばれる

再生産関係のあることがわかって

います。そこで漁期前に資源調査

をして、翌年産卵する親を少なく

とも2 0 0万尾程度は残すよう漁獲

の量をきめて操業することにしま

す。この残すべき親の量を見定め

た漁業の方式はサロマ湖や能取湖

などでも採用され、資源の管理も

うまくいっているようです。この

ように、各々のエビ資源の資源特

性を解明するなかで、資源に見合

った漁業をしていくことが大切で

す。

これからは限られた資源を減ら

さず、かつ有効に、コストダウン

と経済性、さらに漁獲したものを

買ってもらうところまで考えた漁

業を展開していく必要がありま

す。エビの輸入業者はコストをい

かに下げるかに必死になってお

り、国際的にも競争の激しい食材

を扱う道内の漁業としても、上述

の方策など、できることは直ちに

実践していかないと生き延びれな

い時代になってきているのではな

いでしょうか。

（本文を書くに当たり、多くの文

献を参考にしていますが、紙面の

都合上記載を割愛します。）

これからの

エビ漁業を考える。

図８　エビ主要３種の漁獲量の年変動

図９　輸入量と国内量との経年変化 図10 野付湾ホッカイエビの再生産関係（1974～1995年）

表２　噴火湾のトヤマエビの年齢別漁獲状況（1996年）
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漁業者自ら資源管理を

枝幸漁協の指導漁業士、西義昭さん

はホタテ操業船の船頭をしています。

枝幸ホタテ漁業共同企業体の現在の

操業船数は1 5隻。今年度の事業計画は

2万3千トンを目標にしています。西さ

んは「シケを考慮に入れると、一ヶ月

の操業日数は大体2 0日間ぐらい。目標

を達成するには一日2 0 0トン以上揚げ

ないとならない。一隻あたり一日1 5ト

ンが目安」と話します。

「オレらの年代は自分が先に人より

も早く獲りたいって気持ちが大きい。

まあ、漁師なら誰でもそういう気持ち

は持ってると思うけど、今はそんな時

代じゃない。みんなで獲るっていう認

識を持たないと。その点、今の若い人

は大分意識が変わってきてる。良くな

ってきたと思うよ」

後継者の多い枝幸漁協では4 0歳未満

の漁業者が組合員の約6 割を占めてい

るそうです。西さんは若い人たちにお

互いに信頼しあえる漁師になってほし

いと願っています。

「自分だけ1 5トン先に獲ればいいや、

ではダメだ。1 5隻が各々1 5トン獲っ

て初めて2 2 5トンになる。足並みそろ

えて協力しないと。何の魚でも一緒だ

けど、限られた資源だからこそ、みん

なで分け合って獲るんだという認識を

持たないとな」

西さんは漁業士に認定された次の

年、伊勢湾の鳥羽市に資源管理型漁業

の研修に行って来ました。

「向こうはすごい。漁業者が自ら資

源を守っている。伊勢湾は愛知と三重

にまたがっているんだけど、二つの県

で話し合って自分たちで決め、それを

きちんと守って資源管理している」

行政や組合に言われたからやるので

はダメだ。漁業者自ら進んでやるよう

にならなければ、絶対、資源は増えな

いと西さんは力説します。

「タコでもカレイでもオホーツク全

体で今ある資源をどう守るのか、会議

を持つべきだってしゃべるんだけど、

まだ、豊富だって意識があるのか、み

んなピンとこないみたいだ。」

資源管理には沖底の問題もからんで

くるし、難しい側面は確かにある。自

分たちが大きくしてから獲ろうと思っ

ていても、どうせ沖で小さいうちに獲

られてしまう、という気持ちも分かる。

しかし、余裕のある今からやらなけれ

ば、最後に苦しむのは自分たちだ。特

に若い人には将来の海のことを思って

ほしいと西さんは話します。

「終戦後、樺太から引き上げてきて

すぐ、親を手伝って漁師になった。中

学校もろくすっぽ行ってないから、オ

レは難しいことはしゃべれない。議論

になると、相手を納得させるようなし

ゃべりができない。これからの漁師は

頭も良くないとダメだ。だから、でき

る息子がいたら大学まで出した方がい

いってみんなにしゃべってる」

西さんは後1、2年でホタテの船から

降りようと考えています。「ホタテは

6 5才が限界だな。短時間の仕事だから

戦争みたいなもんだもの。ゆるくない

よ、体力的にきつい」

西さんのこれまでの漁師人生で一番

心に残っているのは昭和4 4年の年だそ

うです。

「ちょうど、サケ定置を始めた年で

ね。イカが4 3年まで2 6 0円ぐらいだっ

たのがいきなり一箱千円になって、サ

ンマも一箱3 千円になった。サケも一

尾平均2 千円してたから最高の年だっ

たね。運が良かった。面白かったよ。

あの年だけは忘れないな」

何といっても漁師の醍醐味は獲れた

ときの気持ち。「これが何ともいわれ

ない。漁師じゃないと分からない」と

西さんは言います。「ゼロで帰ってく

ることもある。苦労もするけど、ホタ

テだって1 5トンも1 6トンも積んで港

に入ってくると面白いもんだよ」

枝幸漁協指導漁業士
西　義昭さん
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みんなで獲るんだ
という意識で

意識を変える

漁業は面白い

婦人部長　大谷　鈴さん

ふるさと祭りや総会の弁当づく

りには、半分以上の部員が参加し

て手伝ってくれます。4 0周年記念

式用の資金づくりのため、辛抱し

てきましたが、これからは、お楽

しみ会の集まりも持ちたいです。

公社の�

本所　調査設計課長

奈良部 繁さ
ん

生産のための潤滑油に
公社で調査設計に携わって16年に

なる奈良部課長は「やはりこれから

の漁業は、限られた漁場をいかに集

約的に活かせるかが鍵でしょう」と

話します。

「サロマ周辺はそのいい実践例で

すね。漁業者自体が調査の必要性を

認識して研究機関と連携して最新の

技術、知見を常に取り入れながら生

産しています」

サイエンスの基本は、観察してみ

て、問題点を発見して解決していく

こと。しかし、実際は失敗を恐れ、

マニュアル通りにやってしまいがち。

だから、自分で見て自分で考えるこ

とを大切にしたい。そのためには、

もっともっと勉強しなければと奈良

部さんは考えています。

「漁業者は自分のやっている魚種

に関しては深く知っています。我々

は漁業者とは違う視点で見たり考え

たりして、調査と生産をいい方向に

結びつけ、回転させるための潤滑油

になっていきたいと思っています。

それと、浜にはない、入手しづらい

ような資料も公社にはあるので、さ

さいなことでも質問、疑問があれば

どんどん、気軽にスタッフに声をか

けてほしいですね」

部員数70人

頓別漁協婦人部


